延慶本平家物語における「木曽大夫覚明」の役割と、「覚明伝承」展開にかかわる覚一本の「滋野」「海野」書写上の問題点 by 武久 堅 & Tsuyoshi Takehisa
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
と
、「
覚
明
伝
承
」
展
開
に
か
か
わ
る
覚
一
本
の
「
滋
野
」「
海
野
」
書
写
上
の
問
題
点
武
久
堅
は
じ
め
に
先
ず
は
、
物
語
開
巻
早
々
に
勃
発
し
た
目
代
師
経
の
「
宇
河
山
寺
」
の
湯
屋
狼
藉
事
件
か
ら
取
り
上
げ
る
。
延
慶
本
で
は
こ
の
時
、
彼
ら
の
非
行
を
黙
過
せ
ず
、
目
代
秘
蔵
の
馬
の
尾
を
ち
ょ
ん
切
っ
て
溜
飲
を
下
げ
る
。
そ
の
荒
業
の
主
を
他
で
も
な
い
「
白
山
ノ
中
宮
、
八
院
三
社
ノ
惣
長
吏
智
積
、
覚
明
等
ヲ
張
本
ト
シ
テ
」
と
作
る
。
事
件
の
発
端
は
師
経
の
無
礼
に
あ
る
が
、
目
代
の
宇
河
寺
焼
き
打
ち
と
い
う
宇
河
騒
動
の
暴
発
を
誘
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
八
院
三
社
ノ
惣
長
吏
智
積
、
覚
明
等
」
で
あ
る
。
本
稿
で
そ
の
史
実
性
の
解
明
を
意
図
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
延
慶
本
が
開
巻
早
々
に
「
覚
明
」
を
登
場
さ
せ
、
こ
の
物
語
に
「
二
人
の
覚
明
」
問
題
を
投
げ
か
け
る
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
問
う
。
第
二
の
課
題
、
延
慶
本
と
覚
一
本
と
で
は
、
大
夫
覚
明
の
閲
歴
紹
介
の
場
面
を
異
に
す
る
。
義
仲
を
論
じ
て
不
可
欠
の
覚
明
が
、
物
語
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
二
九
に
お
い
て
果
た
す
役
割
の
違
い
を
、「
白
山
騒
動
」
か
ら
「
叡
山
騒
動
」
に
発
展
し
た
物
語
早
々
の
活
躍
を
踏
ま
え
て
、
閲
歴
紹
介
の
挿
入
場
面
、
す
な
わ
ち
義
仲
の
「
叡
山
懐
柔
」
に
果
た
す
役
割
を
考
え
る
。
第
三
に
、
こ
れ
も
義
仲
後
見
の
重
要
人
物
が
、
延
慶
本
と
覚
一
本
と
で
は
「
滋
野
行
親
」「
海
野
行
親
」
と
異
な
っ
て
登
場
す
る
。
こ
の
人
名
の
違
い
の
問
題
を
、
よ
り
精
密
に
覚
一
本
系
六
本
内
の
書
写
上
の
問
題
点
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
背
後
に
控
え
る
多
彩
な
「
覚
明
伝
承
」
展
開
の
問
題
と
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
て
、
派
生
す
る
意
味
を
考
え
る
。
謎
多
い
「
覚
明
伝
承
」
と
そ
の
生
涯
に
お
け
る
晩
年
の
信
濃
回
帰
と
い
う
尾
鰭
が
も
た
ら
す
、
平
家
物
語
テ
キ
ス
ト
解
読
へ
の
作
用
の
輪
郭
を
問
う
。
大
夫
房
覚
明
に
つ
い
て
の
研
究
史
は
、
早
く
一
九
二
三
年
代
の
喜
田
貞
吉
氏
の
「
中
外
日
報
」
紙
上
記
事
に
触
発
さ
れ
て
執
筆
さ
れ
た
中
沢
論
文
「
伝
説
の
大
夫
房
覚
明
」⑴
と
、
こ
れ
に
応
じ
て
改
め
て
執
筆
さ
れ
た
喜
田
論
文
「
実
在
の
大
夫
房
覚
明
」⑵
と
い
う
日
本
歴
史
地
理
学
会
誌
で
の
、
角
度
と
見
解
を
異
に
す
る
人
物
考
証
に
始
ま
る
。
両
論
文
の
主
眼
は
論
文
タ
イ
ト
ル
そ
の
ま
ま
で
、
前
者
が
『
本
願
寺
通
紀
』
や
『
御
伝
絵
詞
照
蒙
記
』『
信
州
塩
崎
白
鳥
山
康
楽
寺
縁
起
』
に
記
さ
れ
る
後
半
生
の
覚
明
伝
の
展
開
の
「
伝
説
性
」
の
論
証
に
主
眼
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
の
狙
い
は
史
料
の
覚
明
の
追
尋
と
、
中
沢
論
文
で
退
け
ら
れ
た
『
康
楽
寺
縁
起
』
に
言
う
開
基
西
仏
の
覚
明
同
定
の
可
能
性
の
留
保
に
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
義
仲
没
後
の
覚
明
は
な
ぜ
に
、「
滋
野
氏
一
族
」
に
接
近
し
、
こ
こ
に
一
寺
を
開
基
し
た
と
い
う
伝
承
に
囲
繞
さ
れ
て
、
そ
の
後
半
生
を
飾
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
こ
の
伝
承
発
生
は
義
仲
没
後
の
問
題
と
し
て
だ
け
扱
っ
て
、
覚
明
の
出
自
と
無
関
係
の
問
題
と
退
け
て
い
て
、
果
た
し
て
覚
明
の
真
実
に
迫
り
得
る
の
か
。
最
後
に
覚
明
の
残
し
た
著
作
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
直
接
の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
太
田
次
男
氏
翻
刻
・
紹
介
の
「
白
氏
新
楽
府
二
種
」⑶
の
記
載
内
容
と
延
慶
本
の
記
事
と
の
相
関
に
つ
い
て
、
本
稿
後
半
で
言
及
す
る
。
そ
の
後
の
大
夫
房
覚
明
研
究
は
、
梶
原
正
昭
氏
⑷
、
水
原
一
氏
⑸
に
著
名
な
論
考
が
あ
り
、
前
者
の
対
象
は
早
く
に
喜
田
、
中
沢
論
文
の
言
及
し
た
後
半
生
の
覚
明
伝
説
に
及
び
、
後
者
は
平
家
物
語
の
義
仲
伝
承
の
生
成
と
実
在
の
覚
明
の
関
連
・
関
与
の
示
唆
に
特
徴
が
あ
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
三
〇
る
。
一
「
二
人
の
覚
明
」
問
題
平
家
物
語
へ
の
覚
明
の
登
場
に
つ
い
て
、
延
慶
本
は
格
別
の
趣
向
を
凝
ら
す
。
こ
の
趣
向
を
、
延
慶
本
に
独
特
の
位
置
づ
け
を
得
た
覚
明
伝
承
と
し
て
取
り
上
げ
て
論
及
す
る
先
行
論
文
は
管
見
に
触
れ
な
い
。
そ
の
独
特
の
位
置
づ
け
と
は
、「
宇
河
い
く
さ
」
事
件
の
、
白
山
末
寺
・
宇
河
の
山
寺
の
湯
屋
に
出
来
し
た
次
の
よ
う
な
展
開
で
あ
る
。
同
ジ
キ
（
安
元
）
三
年
八
月
ニ
、
白
山
ノ
末
寺
ニ
宇
河
ト
云
フ
山
寺
ニ
出
温
ア
リ
。
彼
ノ
湯
屋
ニ
目
代
ガ
馬
ヲ
引
キ
入
レ
テ
湯
洗
シ
ケ
ル
ヲ
、
寺
小
法
師
原
、「
往
古
ヨ
リ
此
ノ
所
ニ
馬
ノ
湯
洗
ノ
先
例
無
シ
。
争
カ
カ
カ
ル
狼
藉
有
ル
ベ
キ
」
ト
テ
、
白
山
ノ
中
宮
、
八
院
三
社
ノ
惣
長
吏
智
積
、
覚
明
等
ヲ
張
本
ト
シ
テ
、
目
代
の
秘
蔵
ノ
馬
ノ
尾
ヲ
切
リ
テ
ケ
リ
。
目
代
是
ヲ
大
ニ
嗔
リ
テ
、
即
チ
彼
ノ
宇
河
ヘ
押
し
寄
セ
テ
、
坊
舎
一
宇
モ
残
サ
ズ
焼
キ
払
ヒ
ニ
ケ
リ
。
宇
河
白
山
八
院
ノ
大
衆
、
金
大
房
大
将
軍
ト
シ
テ
、
五
百
騎
ニ
テ
、
加
賀
国
府
ヘ
追
ヒ
懸
カ
ル
。
露
吹
キ
結
ブ
秋
風
ハ
鎧
ノ
袖
ヲ
ヒ
ル
ガ
ヘ
シ
、
雲
井
ヲ
照
ラ
ス
稲
妻
ハ
甲
ノ
星
ヲ
カ
カ
ヤ
カ
ス
。
（
第
一
本
廿
四
「
師
高
ト
宇
河
法
師
ト
事
ヲ
引
キ
出
ス
事
」）
「
宇
河
い
く
さ
」
勃
発
の
契
機
と
な
る
「
目
代
師
経
」
に
よ
る
「
湯
屋
馬
洗
」
へ
の
報
復
と
し
て
、「
目
代
の
馬
の
尾
切
断
」
の
張
本
人
を
「
白
山
ノ
中
宮
、
八
院
三
社
ノ
惣
長
吏
智
積
、
覚
明
等
」
と
設
定
す
る
。
覚
一
本
な
ど
は
「
目
代
師
経
秘
蔵
の
馬
の
足
を
折
る
」
と
し
て
そ
の
張
本
人
の
実
名
を
記
さ
な
い
。
こ
の
「
智
積
、
覚
明
」
の
設
定
は
長
門
本
も
同
様
で
、
馬
の
尾
切
断
だ
け
で
は
な
く
、「
舎
人
男
の
も
と
ど
り
を
切
り
」
が
加
わ
る
。
こ
れ
ら
を
承
け
る
は
ず
の
源
平
盛
衰
記
は
切
断
の
張
本
人
の
人
名
は
記
さ
ず
に
「
涌
泉
寺
の
衆
徒
」
と
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
寺
を
焼
か
れ
た
後
に
、
こ
れ
を
国
分
寺
に
告
訴
す
る
面
々
と
し
て
、「
八
院
三
社
の
衆
徒
の
張
本
に
、
智
積
、
覚
明
、
法
台
、
金
台
、
学
円
、
仏
光
、
寺
の
宗
人
の
大
衆
三
十
余
人
、
三
社
四
社
の
衆
徒
等
相
具
し
て
」
と
し
て
明
記
さ
れ
て
「
覚
明
」
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
三
一
は
登
場
し
、
重
ね
て
こ
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
ご
裁
断
遅
々
」
を
不
満
と
し
て
、「
中
宮
の
大
衆
の
中
に
、
智
積
、
覚
明
、
仏
光
等
の
骨
張
の
輩
六
人
」
と
な
っ
て
登
山
し
て
直
訴
に
及
ぶ
と
い
う
活
躍
ぶ
り
が
設
定
さ
れ
る
。「
智
積
、
覚
明
」
以
外
は
目
新
し
い
。「
仏
光
寺
の
宗
人
の
大
衆
」
と
も
解
し
得
る
が
、
後
者
で
「
仏
光
等
」
と
、
人
名
と
し
て
登
場
す
る
。「
智
積
、
覚
明
」
は
継
承
さ
れ
て
「
骨
張
の
輩
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
「
骨
張
」
は
文
字
通
り
の
「
強
面
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
読
み
本
三
本
が
、
こ
こ
に
な
ぜ
「
覚
明
」
を
登
場
さ
せ
た
か
は
、
延
慶
本
の
方
法
の
問
題
と
し
て
一
考
を
要
す
る
。
考
え
方
は
三
通
り
あ
る
。
一
つ
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
、
あ
の
本
来
は
壇
ノ
浦
以
降
に
登
場
す
る
鎌
倉
の
放
つ
刺
客
土
佐
坊
昌
春
を
、
「
額
打
論
」
の
興
福
寺
西
金
堂
衆
の
実
名
と
し
て
適
応
さ
せ
る
と
い
う
手
法
と
共
通
す
る
、
史
的
根
拠
不
明
の
ま
ま
に
、
後
出
の
有
名
僧
籍
者
を
物
語
の
早
い
場
面
に
当
て
は
め
て
活
用
す
る
と
い
う
作
り
方
で
あ
る
。
覚
明
の
名
前
の
出
し
方
も
こ
れ
と
同
じ
手
法
と
す
る
解
釈
。
こ
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
無
意
味
な
作
り
話
な
が
ら
、
作
者
の
覚
明
へ
の
思
い
入
れ
は
受
け
止
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
二
つ
は
、
こ
の
場
に
こ
れ
を
持
ち
込
ん
だ
作
者
は
、
信
救
と
覚
明
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
認
識
し
て
、
信
救
の
著
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
『
仏
法
伝
来
次
第
』
の
跋
文
に
い
う
「
抑
信
救
者
」
に
始
ま
る
後
人
の
書
き
込
み
を
前
提
に
、
彼
が
黒
谷
で
剃
髪
の
後
、「
初
修
行
北
陸
、
後
居
止
南
都
」
を
踏
ま
え
て
、
北
陸
修
行
時
代
の
荒
業
の
主
に
仕
立
て
上
げ
た
と
い
う
解
釈
。
こ
の
場
合
は
当
然
こ
の
作
者
は
後
出
の
覚
明
の
、
三
年
前
の
所
業
と
し
て
、
こ
こ
で
も
か
な
り
派
手
な
立
ち
回
り
を
演
じ
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
三
つ
目
は
こ
れ
を
覚
明
の
史
実
と
把
握
す
る
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
場
合
『
仏
法
伝
来
次
第
』
の
跋
文
の
「
北
陸
修
行
」
は
、
著
者
の
書
き
込
み
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
傍
証
と
し
て
有
効
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、
延
慶
本
が
こ
の
騒
動
に
投
入
す
る
白
山
中
宮
大
衆
の
「
政
所
返
牒
」
と
「
山
門
へ
の
牒
状
」
と
い
う
「
二
つ
の
書
状
」
の
実
質
上
の
執
筆
者
を
、
他
の
「
覚
明
文
書
」
に
準
じ
て
覚
明
に
擬
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
平
家
物
語
の
一
見
唐
突
に
展
開
す
る
「
鵜
川
軍
」
の
物
語
の
原
資
導
入
の
、
あ
る
い
は
事
件
経
過
そ
の
も
の
の
骨
格
を
物
語
と
し
て
形
成
す
る
立
役
者
と
し
て
の
覚
明
の
働
き
を
位
置
づ
け
直
す
こ
と
に
連
な
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
三
二
る
。第
三
の
解
釈
に
立
て
ば
、
白
山
事
件
の
、
物
語
へ
の
導
入
経
緯
は
最
も
分
か
り
や
す
い
。
あ
る
い
は
想
定
が
容
易
と
言
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
第
二
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
別
人
の
覚
明
の
存
在
と
す
る
な
ら
、
信
救
と
い
う
博
学
多
聞
の
男
が
、
数
年
前
に
発
生
し
た
、
北
陸
で
の
鵜
川
軍
の
出
来
事
を
知
り
つ
つ
、
南
都
事
件
の
韜
晦
策
と
し
て
わ
ざ
わ
ざ
「
覚
明
」
と
名
乗
り
変
え
る
の
は
腑
に
落
ち
な
い
。
当
著
作
の
跋
文
も
「
抑
」
で
始
ま
る
の
で
、
本
人
の
追
記
と
は
解
し
難
い
。
彼
の
北
陸
滞
在
は
史
実
を
出
発
点
と
す
る
伝
承
の
中
で
定
着
し
て
い
た
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
史
実
と
伝
承
の
な
い
ま
ぜ
に
乗
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
意
味
で
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
中
で
の
「
二
人
の
覚
明
」
は
同
一
人
物
と
し
て
解
釈
す
る
の
が
適
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
鵜
川
合
戦
」
の
経
緯
は
、
当
事
者
の
文
筆
家
と
し
て
、
幾
つ
か
の
往
復
書
簡
は
覚
明
の
手
元
で
保
管
管
理
さ
れ
て
い
て
、
や
が
て
物
語
作
者
の
取
材
に
応
じ
て
提
供
さ
れ
物
語
の
一
部
と
し
て
後
世
に
伝
わ
る
契
機
を
掴
ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
幾
つ
か
の
書
状
の
内
実
の
検
討
と
い
う
課
題
を
残
し
て
先
に
進
む
。
二
覚
明
の
登
場
と
「
義
仲
北
陸
篇
七
章
」
の
構
成
従
来
か
ら
の
覚
明
は
有
名
な
手
書
き
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
で
あ
る
。
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
覚
明
で
あ
る
。
延
慶
本
は
そ
の
登
場
を
「
埴
生
の
新
八
幡
」
で
、
次
の
よ
う
に
叙
述
す
る
。
「
是
ハ
埴
生
ノ
社
ト
申
シ
テ
、
八
幡
宮
ト
申
シ
候
フ
」
ト
云
ヒ
ケ
レ
バ
、
木
曽
ウ
レ
シ
ク
思
ヒ
テ
、
木
曽
手
書
ニ
木
曽
大
夫
覚
明
ト
云
フ
者
ノ
有
リ
ケ
ル
ヲ
、
呼
ビ
テ
云
ヒ
ケ
ル
ハ
、「
義
仲
幸
ニ
当
国
新
八
幡
宮
ノ
御
宝
前
ニ
近
付
キ
奉
リ
テ
、
合
戦
ヲ
遂
ゲ
ム
ト
ス
。
今
度
ノ
軍
ニ
ハ
疑
ナ
ク
勝
チ
ヌ
ト
覚
ユ
ル
ゾ
。
且
ハ
後
代
ノ
為
、
且
ハ
当
時
ノ
祈
ノ
為
ニ
、
願
書
ヲ
一
筆
書
キ
テ
マ
イ
ラ
セ
バ
ヤ
ト
思
フ
ハ
、
イ
カ
ガ
ア
ル
ベ
キ
」
ト
云
ヒ
ケ
レ
バ
、
覚
明
「
尤
シ
カ
ル
ベ
ク
候
フ
也
」
ト
テ
、
箙
ノ
中
ヨ
リ
、
小
硯
ヲ
取
リ
出
シ
テ
、
畳
紙
ニ
是
ヲ
書
ク
。
覚
明
其
ノ
日
ハ
、
褐
衣
ノ
鎧
、
直
垂
ニ
首
丁
頭
巾
シ
テ
、
フ
シ
ナ
ワ
メ
ノ
鎧
ニ
、
黒
津
羽
ノ
征
矢
負
ヒ
テ
、
赤
銅
造
ノ
太
刀
ハ
イ
テ
、
塗
籠
藤
ノ
弓
脇
ニ
ハ
サ
ミ
テ
、
木
曽
ガ
前
ニ
跪
キ
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
三
三
テ
書
キ
タ
リ
ケ
リ
。
ア
ワ
レ
、
文
武
二
道
ノ
達
者
ヤ
ト
ゾ
見
ヘ
タ
リ
ケ
ル
。
其
ノ
状
ニ
云
ク
。（
以
下
、
章
が
替
わ
っ
て
覚
明
執
筆
の
「
新
八
幡
宮
願
書
」
が
続
く
）
（
第
三
末
十
「
義
仲
、
白
山
ニ
願
書
ヲ
進
ズ
ル
事
、
付
ケ
タ
リ
兼
平
、
盛
俊
ト
合
戦
ノ
事
」）
覚
明
は
僧
兵
装
束
で
描
か
れ
る
。
そ
れ
以
上
の
人
物
紹
介
は
ま
だ
な
さ
れ
な
い
が
、
登
場
の
さ
せ
方
は
既
に
こ
れ
ま
で
に
集
団
の
中
に
位
置
を
占
め
て
い
た
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
呼
称
は
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
で
、「
大
夫
坊
」
で
は
な
い
。
次
に
覚
明
が
登
場
す
る
の
は
、
北
陸
道
を
攻
め
の
ぼ
っ
た
義
仲
勢
が
、
越
前
国
府
で
、
山
門
ノ
大
衆
の
攻
略
法
を
思
案
す
る
場
面
に
お
い
て
で
あ
る
。
一
行
は
東
山
と
北
陸
の
二
手
に
分
か
れ
て
の
進
撃
で
あ
っ
た
が
、
手
書
き
覚
明
は
当
然
義
仲
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
。
思
案
す
る
義
仲
に
次
の
よ
う
に
進
言
し
て
い
る
。
「
山
門
ノ
骨
法
、
粗
々
承
リ
候
フ
ニ
、
衆
徒
三
千
人
必
ズ
シ
モ
一
味
同
心
ナ
ル
事
候
ハ
ズ
。
思
々
心
々
也
。
サ
レ
バ
三
千
人
一
同
ニ
平
家
ト
一
ツ
ナ
ル
ベ
シ
ト
云
フ
事
モ
不
定
ナ
リ
。
牒
状
ヲ
送
リ
テ
御
覧
候
ヘ
。
事
ノ
様
ハ
返
牒
ニ
見
エ
ヌ
ト
覚
エ
候
フ
」
ト
云
ヒ
ケ
レ
バ
、「
尤
モ
然
ル
ベ
シ
」
ト
テ
、
牒
状
ヲ
山
門
ヘ
遣
ハ
ス
。
件
ノ
牒
状
ヤ
ガ
テ
覚
明
ゾ
書
キ
タ
リ
ケ
ル
。
（
第
三
末
十
七
「
木
曽
都
ヘ
責
メ
上
ル
事
、
付
ケ
タ
リ
覚
明
ガ
由
来
ノ
事
」）
牒
状
の
内
容
は
、
山
門
で
の
披
見
の
場
で
全
文
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
そ
の
前
に
、
延
慶
本
は
こ
こ
で
初
め
て
覚
明
の
出
自
閲
歴
紹
介
と
な
る
。
彼
ノ
信
救
ハ
元
ハ
禅
門
也
。
勧
学
院
衆
、
進
士
蔵
人
道
康
ト
テ
ア
リ
ケ
ル
ガ
、
出
家
シ
テ
西
乗
房
信
救
ト
ゾ
申
シ
ケ
ル
。
信
救
奈
良
ニ
有
リ
ケ
ル
時
、
三
井
寺
ヨ
リ
牒
状
ヲ
南
都
ヘ
遣
ハ
シ
タ
リ
ケ
ル
返
牒
ヲ
バ
、
彼
ノ
信
救
ゾ
書
キ
タ
リ
ケ
ル
。「
大
政
入
道
浄
海
、
平
氏
糟
糠
、
武
家
塵
芥
」
ト
書
キ
タ
リ
ケ
ル
事
ヲ
、
入
道
安
カ
ラ
ヌ
事
ニ
思
ヒ
テ
、「
イ
カ
ニ
モ
シ
テ
信
救
ヲ
尋
ネ
取
リ
テ
誅
セ
ム
」
ト
ハ
カ
ラ
ル
ル
ヨ
シ
聞
ヘ
ケ
レ
バ
、
南
都
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
三
四
モ
程
近
ケ
レ
バ
、
始
終
叶
ハ
ジ
ト
思
ヒ
テ
、
南
都
ヲ
逃
出
ヅ
ベ
キ
ヨ
シ
思
ヒ
ケ
レ
ド
モ
、
入
道
路
々
ニ
放
免
ヲ
置
カ
レ
タ
ル
ヨ
シ
聞
コ
ヘ
ケ
レ
バ
、
イ
カ
サ
マ
ニ
モ
本
ノ
形
ニ
テ
ハ
叶
フ
マ
ジ
ト
思
ヒ
テ
、
漆
ヲ
湯
ニ
湧
カ
シ
テ
ア
ビ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
膨
張
シ
タ
ル
白
癩
ノ
ゴ
ト
ク
ニ
ナ
リ
ニ
ケ
ル
。
カ
ク
テ
南
都
ヲ
真
日
中
ニ
退
出
シ
ケ
レ
ド
モ
、
手
カ
ク
ル
者
モ
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
信
救
ナ
ヲ
ミ
ヤ
コ
ノ
辺
ニ
テ
ハ
取
ラ
レ
ナ
ム
ズ
ト
思
ヒ
テ
、
鎌
倉
ヘ
下
リ
ケ
ル
ニ
、
十
郎
蔵
人
行
家
、
平
家
追
討
ノ
為
ニ
東
国
ヨ
リ
都
ヘ
責
メ
上
リ
ケ
ル
ガ
、
墨
俣
川
ニ
テ
平
家
ト
合
戦
ヲ
遂
グ
。
行
家
散
々
ニ
打
チ
落
ト
サ
レ
テ
引
キ
退
キ
、
三
川
ノ
国
府
ニ
付
キ
テ
ア
リ
ケ
ル
所
ニ
、
信
救
行
キ
合
ヒ
テ
行
家
ニ
付
キ
ニ
ケ
リ
。
誠
ノ
癩
ニ
テ
ア
ラ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
次
第
ニ
膨
張
モ
ナ
オ
リ
テ
、
本
ノ
信
救
ニ
ナ
リ
ニ
ケ
リ
。
行
家
三
川
ノ
国
府
ニ
テ
、
伊
勢
大
神
宮
ヘ
奉
リ
ケ
ル
願
書
ヲ
モ
、
信
救
ゾ
書
キ
タ
リ
ケ
ル
。
信
救
又
木
曽
ヲ
憑
テ
、
改
名
シ
テ
木
曽
大
夫
覚
明
ト
ゾ
申
シ
ケ
ル
。
（「
同
前
」）
「
禅
門
」
即
ち
こ
の
場
合
は
在
俗
の
仏
教
信
徒
を
指
す
で
あ
ろ
う
。「
勧
学
院
衆
、
進
士
蔵
人
道
康
」
に
つ
い
て
は
考
証
資
料
を
欠
く
。
延
慶
本
は
そ
の
名
を
「
道
康
」
と
す
る
。
誤
写
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
呼
称
は
こ
こ
で
も
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
で
あ
っ
て
「
大
夫
房
覚
明
」
で
は
な
い
。「
白
山
事
件
」
に
登
場
さ
せ
な
い
語
り
本
は
、
こ
の
人
物
紹
介
を
最
初
の
登
場
場
面
に
移
す
。
こ
の
移
動
は
物
語
の
構
成
と
す
れ
ば
順
当
に
見
え
る
が
、
登
場
人
物
の
閲
歴
紹
介
は
大
概
の
場
合
、
最
後
に
持
ち
込
む
と
い
う
延
慶
本
の
一
般
的
編
集
方
針
に
従
っ
て
、
作
者
は
こ
こ
ま
で
敢
え
て
個
人
伝
記
に
は
言
及
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
延
慶
本
が
当
初
の
姿
か
と
推
察
し
て
お
く
。語
り
本
で
は
「
禅
門
」
が
「
儒
家
の
者
」
と
な
り
、「
蔵
人
道
広
と
て
、
勧
学
院
に
あ
り
け
る
が
」
と
す
る
。
名
は
「
道
広
」
と
な
っ
て
こ
れ
が
定
着
す
る
。
行
家
と
の
接
触
は
省
略
さ
れ
、「
木
曽
殿
の
手
書
き
し
て
、
大
夫
房
覚
明
と
ぞ
名
乗
り
け
る
」
と
す
る
。
こ
こ
で
初
め
て
「
大
夫
房
」
と
な
る
。
長
門
本
は
位
置
は
延
慶
本
と
同
じ
で
、
名
は
「
勧
学
院
に
進
士
蔵
人
と
て
」
と
記
し
て
「
道
康
」「
道
広
」
の
ど
ち
ら
の
名
も
出
さ
な
い
。
初
出
場
面
か
ら
「
大
夫
坊
覚
明
」
と
呼
ん
で
い
る
。『
源
平
盛
衰
記
』
は
人
物
紹
介
の
位
置
を
語
り
本
と
同
じ
前
に
繰
り
上
げ
て
「
新
八
幡
」
の
社
前
の
位
置
に
移
す
が
、
実
は
『
盛
衰
記
』
で
は
こ
こ
が
覚
明
初
出
で
は
な
く
、
北
陸
到
着
早
々
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
三
五
に
「
六
動
寺
の
国
府
」
で
、「
白
山
妙
理
権
現
」
へ
の
「
願
書
奉
納
」
が
設
定
さ
れ
、「
物
書
き
」
と
し
て
登
場
し
て
そ
の
執
筆
を
務
め
て
い
る
。「
白
山
」
は
修
行
の
出
発
点
か
ら
の
こ
だ
わ
り
の
土
地
で
あ
る
。
前
節
の
「
白
山
事
件
」
関
与
と
、
そ
の
資
料
提
供
の
推
察
を
、
こ
の
『
盛
衰
記
』
の
記
事
は
後
押
し
す
る
。「
勧
学
院
の
文
章
博
士
、
進
士
蔵
人
通
広
」「
南
都
の
便
宜
の
物
書
き
」
で
、
人
名
も
「
道
広
」
と
す
る
。
要
す
る
に
「
道
康
」
は
延
慶
本
の
孤
例
で
、
後
世
の
伝
承
も
総
て
「
道
広
」
で
一
貫
す
る
。
と
い
う
観
点
か
ら
誤
記
の
想
定
を
許
す
。
よ
っ
て
こ
れ
は
推
察
で
あ
る
が
、
語
り
本
を
認
知
し
て
い
た
長
門
本
は
、
延
慶
本
流
の
「
道
康
」
に
疑
義
を
感
じ
名
前
を
消
去
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
、
ど
の
平
家
物
語
も
北
陸
合
戦
か
ら
「
覚
明
」
は
登
場
し
、
延
慶
本
で
言
え
ば
「
義
仲
北
陸
篇
七
章
」
が
主
要
活
躍
場
面
と
目
さ
れ
、
標
準
的
に
は
叡
山
通
過
ま
で
が
そ
の
存
在
意
義
で
あ
る
。
前
節
で
覚
明
と
同
人
物
と
認
定
さ
れ
る
信
救
が
「
北
陸
修
行
」
の
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
た
が
、
こ
の
問
題
と
無
縁
の
現
象
で
は
な
い
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
。
特
に
義
仲
の
北
陸
合
戦
の
初
戦
は
「
火
燧
城
合
戦
」
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
義
仲
は
「
我
身
ハ
信
濃
ニ
ア
リ
ナ
ガ
ラ
」
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
横
田
城
に
留
ま
っ
た
ま
ま
で
、
遠
く
離
れ
た
火
燧
城
に
一
挙
に
先
陣
を
派
遣
し
、
平
泉
寺
の
斉
明
威
儀
師
を
大
将
に
立
て
る
戦
術
に
及
び
、
斉
明
の
離
反
、
敗
戦
と
い
う
結
果
を
招
来
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
義
仲
軍
の
行
動
作
戦
は
物
語
の
中
で
は
十
分
に
跡
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
信
濃
国
の
従
者
た
ち
で
は
、
こ
の
進
撃
の
手
づ
る
は
つ
か
み
難
い
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
。
先
兵
隊
を
任
さ
れ
、
あ
る
い
は
買
っ
て
出
た
覚
明
が
斉
明
威
儀
師
を
一
旦
は
抱
き
込
み
つ
つ
、
最
終
的
に
は
そ
の
離
反
を
招
き
、
火
燧
城
攻
略
は
一
敗
地
に
塗
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
早
く
に
水
原
一
氏
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
た
も
の
の
、
義
仲
伝
承
の
形
成
に
果
た
す
覚
明
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
以
後
資
料
不
足
が
影
響
し
て
全
く
進
展
を
見
て
い
な
い
。「
義
仲
北
陸
篇
七
章
」
か
ら
「
叡
山
折
衝
」
に
至
る
物
語
に
覚
明
文
書
が
何
篇
か
投
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
『
世
俗
諺
文
』
の
成
語
投
入
を
通
し
て
、
平
家
物
語
本
文
の
成
立
に
果
た
す
役
割
を
、
覚
明
に
結
び
付
け
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
が
⑹
、
そ
の
考
察
時
に
は
、
資
料
領
域
が
異
な
る
上
、
対
象
本
文
を
読
み
本
系
に
広
げ
る
ま
で
に
は
至
ら
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
三
六
な
か
っ
た
の
で
、
言
及
は
避
け
た
が
、
北
陸
篇
最
終
章
に
当
た
る
第
三
末
十
四
「
雲
南
濾
水
ノ
事
、
付
ケ
タ
リ
折
臂
翁
ノ
事
」
の
投
入
に
つ
い
て
触
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
説
話
に
つ
い
て
は
、
夙
に
増
田
欣
氏
に
詳
細
な
本
文
調
査
報
告
が
あ
り
、
論
文
執
筆
の
時
代
の
諸
本
論
の
影
響
を
受
け
て
、
増
田
氏
も
後
日
の
補
注
で
そ
の
非
を
認
め
る
よ
う
に
、
四
部
合
戦
状
本
古
態
説
立
脚
は
、
今
日
的
に
は
退
け
ら
れ
て
い
る
⑺
。
ま
た
訓
読
法
や
和
歌
の
持
ち
込
み
を
根
拠
と
し
て
、
源
光
行
の
平
家
物
語
製
作
関
与
説
に
つ
い
て
も
、
今
日
未
決
着
の
ま
ま
や
や
論
調
は
下
火
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
加
え
て
四
部
合
戦
状
本
や
源
平
闘
諍
録
の
祖
本
段
階
で
の
光
行
関
与
説
も
、
立
論
の
前
提
が
両
テ
キ
ス
ト
の
古
態
説
の
上
に
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
も
そ
の
推
論
は
今
日
的
に
は
限
界
を
伴
う
。
む
し
ろ
結
果
的
に
、
延
慶
・
長
門
の
両
本
が
よ
り
原
典
に
忠
実
で
あ
る
と
い
う
論
証
を
成
立
さ
せ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
増
田
論
文
は
逆
に
優
れ
て
有
効
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
北
陸
篇
の
本
文
形
成
の
問
題
に
か
ら
め
て
、
な
お
踏
み
込
ん
で
、「
山
階
寺
信
救
」
の
著
作
に
か
か
る
『
白
氏
新
楽
府
略
意
』
に
着
目
す
る
こ
と
に
な
る
。
太
田
氏
の
翻
刻
は
醍
醐
寺
蔵
上
下
二
巻
一
冊
と
真
福
寺
蔵
（
第
七
）
一
軸
で
、
平
家
物
語
に
持
ち
込
ま
れ
た
「
新
楽
府
」
詩
句
へ
の
略
注
を
含
む
が
、
こ
の
著
作
は
「
新
豊
折
臂
翁
」
に
詳
注
を
付
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
増
田
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
延
慶
本
の
当
該
説
話
は
「
白
氏
」
の
原
詩
を
忠
実
に
訓
読
引
用
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
よ
っ
て
『
略
意
』
注
釈
文
と
延
慶
本
本
文
上
に
直
接
の
相
関
は
発
生
し
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
北
陸
合
戦
の
悲
惨
な
結
末
に
「
雲
南
万
里
の
濾
水
」
の
故
事
を
対
置
し
て
そ
の
敗
戦
の
結
末
に
類
比
さ
せ
る
発
想
は
、「
新
豊
折
臂
翁
」
の
注
釈
に
よ
る
着
想
と
解
す
る
と
、
や
や
唐
突
な
こ
の
故
事
の
導
入
の
契
機
も
見
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
く
つ
か
の
覚
明
文
書
の
特
徴
把
握
に
よ
る
同
一
人
物
執
筆
説
の
裏
付
け
も
、
考
証
手
順
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
三
七
三覚
明
の
出
自
と
平
家
諸
本
の
問
題
点
覚
明
の
出
自
は
平
家
物
語
と
後
世
の
記
録
で
は
か
な
り
分
離
齟
齬
し
て
い
る
。
延
慶
本
で
は
「
元
ハ
禅
門
」「
勧
学
院
ノ
衆
、
進
士
蔵
人
」
で
、
覚
一
本
は
「
儒
家
の
者
」「
蔵
人
」「
勧
学
院
に
あ
り
け
る
」
と
な
る
。
出
身
氏
族
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
が
身
を
置
い
た
「
勧
学
院
」
は
「
藤
原
氏
」
の
そ
れ
で
は
な
く
、
東
大
寺
「
勧
学
院
」
か
と
考
え
ら
れ
る
。
学
僧
養
成
期
間
の
一
つ
で
、
そ
の
身
分
が
「
衆
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
入
学
資
格
と
し
て
は
や
は
り
藤
原
氏
関
係
者
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
こ
の
場
合
妥
当
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
時
代
は
下
る
が
、
江
戸
期
の
玄
智
撰
『
大
谷
本
願
寺
通
記
』（
大
日
本
仏
教
全
書
本
）
は
「
諸
弟
略
伝
」「
西
仏
」
の
項
に
、
俗
名
蔵
人
通
広
、
姓
海
野
氏
、
父
信
濃
守
幸
親
、
剃
染
法
名
信
救
、
東
鑑
十
五
云
、
木
曽
義
仲
右
筆
、
大
夫
坊
覚
明
、
本
名
信
救
得
業
初
居
興
福
寺
、
博
学
諸
教
兼
通
外
典
。（
以
下
略
）
と
す
る
、
覚
明
伝
記
を
収
録
し
て
い
る
。「
法
名
信
救
」、
割
り
注
に
「
木
曽
義
仲
右
筆
、
大
夫
坊
覚
明
、
本
名
信
救
得
業
」
と
付
す
人
物
の
出
自
は
「
俗
名
蔵
人
通
広
、
姓
海
野
氏
、
父
信
濃
守
幸
親
」
で
あ
る
。
後
半
に
は
慈
鎮
門
下
に
至
り
、
最
終
的
に
は
「
祖
師
（
親
鸞
）
の
左
右
に
昵
近
す
」
と
あ
り
、
晩
年
は
再
び
信
州
に
回
帰
し
、
小
県
郡
海
野
荘
白
鳥
康
楽
寺
を
創
建
、
仁
治
二
年
正
月
廿
八
日
逝
去
、
歳
八
十
五
と
す
る
。「
白
鳥
」
は
義
仲
が
横
田
河
原
合
戦
に
出
陣
の
際
、
旗
揚
げ
の
拠
点
と
し
た
白
鳥
河
原
に
面
す
る
白
鳥
神
社
の
あ
る
地
域
で
、『
康
楽
寺
縁
起
』
の
始
発
点
と
な
っ
て
い
る
。「
報
恩
院
白
鳥
山
康
楽
寺
」
は
後
に
更
級
郡
塩
崎
村
に
移
転
し
、
現
在
は
長
野
市
篠
ノ
井
塩
崎
に
寺
域
を
構
え
る
。
類
似
の
記
録
と
し
て
は
、
幕
末
の
編
纂
と
さ
れ
る
『
系
図
纂
要
』
十
三
所
収
「
滋
野
朝
臣
姓
真
田
」
が
、「
清
和
天
皇
│
貞
保
親
王
」
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
三
八
の
後
裔
と
し
て
「
滋
野
善
淵
」
か
ら
「
滋
野
氏
（
海
野
）」
を
収
録
し
て
お
り
、
保
元
の
乱
に
源
義
朝
に
属
し
た
「
幸
親
小
太
郎
」
の
男
子
二
人
、
嫡
流
「
幸
広
│
幸
氏
」
の
流
れ
と
、
行
き
止
ま
り
の
「
通
広
」
を
掲
げ
る
。
前
者
は
後
述
の
よ
う
に
平
家
物
語
義
仲
手
勢
の
「
行
広
」
と
清
水
冠
者
に
随
伴
の
「
幸
氏
」
で
、
も
う
一
人
の
、
行
き
止
ま
り
「
通
広
」
に
次
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
「
大
夫
坊
覚
明
、
勧
学
院
学
士
、
蔵
人
、
出
家
・
西
乗
坊
信
救
、
比
叡
山
ニ
上
リ
浄
寛
ト
改
ム
、
又
源
空
ニ
属
シ
テ
西
仏
ト
改
ム
。
仁
治
二
年
正
月
廿
八
日
入
、
八
十
五
」
『
本
願
寺
通
記
』
と
基
本
的
に
は
一
致
し
て
い
る
。
同
様
の
伝
承
は
『
蕗
原
拾
葉
』（
井
出
道
貞
著
・
天
保
五
年
刊
）
に
収
録
の
『
信
濃
奇
区
一
覧
』（
原
題
は
『
信
濃
奇
勝
』）
巻
五
に
も
盛
り
込
ま
れ
、『
奇
区
一
覧
』
は
覚
明
の
法
名
の
一
つ
「
西
仏
」
を
、「
海
野
幸
広
の
兄
」
と
し
て
伝
え
て
い
る
。「
兄
」
な
ら
嫡
出
子
で
は
な
か
っ
た
処
遇
と
見
な
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
没
年
を
逆
算
す
る
と
、
生
年
は
保
元
三
年
（
一
一
五
九
年
）
と
な
り
、
前
節
ま
で
に
考
察
し
た
鵜
川
軍
の
勃
発
し
た
治
承
元
年
（
一
一
七
七
年
）
に
は
二
十
歳
、
頼
政
・
高
倉
宮
謀
叛
つ
ま
り
「
清
盛
罵
倒
」
の
文
書
執
筆
時
は
二
十
三
歳
、
義
仲
の
北
陸
路
進
撃
・
入
京
時
に
は
二
十
六
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
鵜
川
騒
動
で
師
高
の
愛
馬
の
尾
を
切
断
し
た
の
が
、
血
気
盛
ん
な
二
十
の
若
僧
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
も
格
段
の
不
都
合
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
人
物
の
伝
記
の
全
体
が
、
そ
の
ま
ま
覚
明
そ
の
人
に
同
定
さ
れ
る
と
い
う
結
論
を
前
提
に
、
こ
の
年
齢
考
証
を
当
て
は
め
て
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
手
初
め
に
、
何
よ
り
も
肝
要
な
年
齢
の
整
合
性
を
確
か
め
て
み
た
わ
け
で
あ
る
。
年
齢
は
一
応
成
り
立
つ
範
囲
と
認
定
の
上
、
次
に
出
自
の
問
題
に
移
る
。
先
ず
は
父
「
幸
親
」
を
考
え
る
。
平
家
物
語
覚
一
本
（
竜
谷
大
学
本
）
巻
六
「
廻
文
」
に
義
仲
を
抱
え
込
ん
で
養
育
し
た
中
原
兼
遠
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
三
九
が
、
元
服
を
遂
げ
た
義
仲
を
「
ま
づ
、
め
ぐ
ら
し
文
候
ふ
べ
し
」
と
進
言
し
て
、「
信
濃
国
に
は
、
ね
の
井
の
小
野
太
、
海
野
の
行
親
を
か
た
ら
う
に
、
そ
む
く
事
な
し
」
と
い
う
勢
力
範
囲
の
拡
張
に
及
ぶ
場
面
が
あ
る
。
覚
一
本
の
場
合
、
通
例
、
例
え
ば
大
系
本
が
注
す
る
よ
う
に
、「
ね
の
井
の
小
野
太
」
は
「
根
井
小
弥
太
。
信
濃
国
北
佐
久
郡
根
々
井
の
住
人
。
ま
た
下
の
海
野
行
親
が
根
井
小
弥
太
と
称
し
た
も
の
か
」
と
い
う
後
半
の
補
足
を
伴
い
つ
つ
、「
海
野
の
行
親
」
は
「
滋
野
氏
・
小
県
郡
海
野
に
住
し
た
」
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
二
人
の
人
名
と
解
し
つ
つ
、
一
人
の
よ
う
に
も
解
し
得
る
と
い
う
頭
注
を
付
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
延
慶
本
等
は
こ
の
場
面
は
「
当
国
ノ
大
名
、
根
井
小
矢
太
滋
野
幸
親
」
と
単
一
の
人
名
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
百
二
十
句
本
の
本
文
は
、「
根
の
井
の
大
弥
太
滋
野
の
幸
親
」
と
あ
っ
て
、
新
潮
古
典
集
成
『
平
家
物
語
』（
中
）
は
わ
ざ
わ
ざ
「
二
人
の
名
で
は
な
い
」
と
頭
注
す
る
。
そ
も
そ
も
「
海
野
行
親
」
と
「
滋
野
幸
親
」
は
名
前
は
同
じ
な
が
ら
、
同
族
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
も
呼
称
に
よ
る
区
別
は
肝
要
に
な
る
。「
海
野
幸
（
行
）
親
」「
滋
野
幸
（
行
）
親
」
共
に
同
時
代
に
存
在
し
た
。
前
者
は
千
曲
川
流
域
の
海
野
荘
に
拠
点
を
置
き
、
後
者
は
佐
久
地
方
を
拠
点
と
す
る
「
根
井
」
で
活
躍
す
る
。
大
系
本
頭
注
の
後
半
「
海
野
行
親
が
根
井
小
弥
太
と
称
し
た
も
の
か
」
は
誤
り
で
、
延
慶
本
、
百
二
十
句
本
の
よ
う
に
「
滋
野
幸
親
」
は
「
根
井
小
弥
太
」
と
称
さ
れ
た
が
、「
海
野
行
親
」
は
「
海
野
氏
」
で
、「
根
井
小
弥
太
」
と
称
さ
れ
る
事
実
は
な
く
、「
根
井
」
に
拠
点
は
有
し
な
い
。「
滋
野
氏
」
と
は
同
族
な
が
ら
系
譜
を
異
に
す
る
別
人
で
あ
っ
た
。覚
一
本
（
竜
谷
大
学
本
）
の
「
海
野
行
親
」
に
は
、
嫡
男
「
海
野
矢
平
四
郎
行
広
」
が
あ
っ
て
、
延
慶
本
第
四
・
十
九
「
水
嶋
津
合
戦
ノ
事
」
で
義
仲
勢
と
し
て
山
陽
道
に
大
将
軍
と
し
て
参
戦
し
、
負
け
戦
に
な
っ
て
、
今
ハ
叶
ハ
ジ
ト
思
ヒ
テ
、
郎
等
・
我
ガ
身
共
ニ
鎧
武
者
八
人
、
ハ
シ
船
ニ
乗
リ
テ
、
沖
ノ
方
ヘ
コ
ギ
去
リ
ケ
ル
程
ニ
、
船
ハ
小
サ
シ
、
浪
風
ハ
ゲ
シ
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
四
〇
カ
リ
ケ
リ
。
踏
ミ
沈
メ
テ
一
人
モ
残
ラ
ズ
。
と
い
う
無
残
な
結
末
を
迎
え
て
い
る
。
覚
一
本
で
も
巻
八
「
水
嶋
合
戦
」
で
、
侍
大
将
に
は
信
濃
国
の
住
人
海
野
の
弥
平
四
郎
行
広
、
都
合
其
勢
七
千
余
騎
、
山
陽
道
へ
馳
下
り
、
備
中
国
水
嶋
が
と
に
舟
を
浮
か
べ
て
、
八
嶋
へ
既
に
寄
せ
む
と
す
。
と
あ
り
、「
源
氏
の
方
の
侍
大
将
海
野
の
弥
平
四
郎
う
た
れ
に
け
り
」
と
、
こ
こ
で
は
討
ち
死
に
と
し
て
そ
の
最
期
を
叙
述
し
て
い
る
。
『
大
谷
本
願
寺
通
記
』
に
言
う
覚
明
の
父
が
「
海
野
幸
親
」
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
義
仲
勢
に
加
わ
っ
て
「
横
田
河
原
合
戦
」
か
ら
そ
の
名
の
記
さ
れ
る
「
海
野
矢
平
四
郎
行
広
」
は
長
兄
、
あ
る
い
は
実
弟
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。
覚
明
が
ど
の
段
階
ま
で
義
仲
と
行
動
を
共
に
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
義
仲
配
下
が
山
陽
路
に
戦
っ
て
い
た
こ
ろ
、
義
仲
と
都
で
行
動
を
共
に
し
て
い
た
と
想
定
す
る
な
ら
、
実
兄
の
最
期
の
様
相
は
念
入
り
に
聞
い
た
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
大
将
軍
行
広
の
溺
死
の
起
こ
っ
て
い
た
時
期
に
、
行
広
の
嫡
男
幸
氏
は
鎌
倉
に
あ
っ
て
人
質
清
水
の
冠
者
の
同
伴
者
と
し
て
、
命
の
縮
ま
る
思
い
の
月
日
を
過
ご
し
て
い
た
の
で
、
覚
明
は
嫡
流
の
甥
を
鎌
倉
の
人
質
・
清
水
冠
者
義
基
（
義
高
と
も
）
の
随
伴
者
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
、
そ
の
父
親
と
も
ど
も
容
認
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
義
基
斬
死
の
後
、
生
か
さ
れ
て
鎌
倉
に
弓
の
名
手
と
し
て
頼
朝
に
近
侍
し
た
幸
氏
が
、
後
年
鎌
倉
に
紛
れ
混
ん
で
素
性
の
ば
れ
た
覚
明
の
、
義
仲
死
後
の
動
静
を
、
同
じ
鎌
倉
に
あ
っ
て
聞
か
な
か
っ
た
と
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
叔
父
・
甥
と
し
て
の
密
か
な
交
流
を
、
慎
重
な
幸
氏
は
避
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
⑻
。
『
本
願
寺
通
記
』『
系
図
纂
要
』
の
覚
明
の
出
自
が
ど
こ
か
ら
発
生
し
た
伝
記
も
し
く
は
伝
承
の
記
載
で
あ
る
か
、
そ
の
ル
ー
ツ
を
考
証
す
る
こ
と
は
至
難
な
が
ら
、
信
州
地
域
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
。
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
四
一
と
こ
ろ
で
こ
こ
に
も
う
一
つ
の
課
題
が
あ
る
。
覚
一
本
現
存
六
本
の
書
写
上
の
問
題
点
で
あ
る
。
先
に
竜
谷
大
学
本
に
基
づ
き
、
東
信
地
区
で
の
義
仲
へ
の
呼
応
者
を
「
根
井
小
野
太
・
海
野
行
親
」
の
二
人
と
掲
げ
、
こ
の
本
文
に
従
っ
て
人
物
考
証
を
展
開
し
た
。
し
か
し
大
系
本
が
早
く
に
校
異
欄
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
覚
一
系
六
本
に
既
に
異
同
が
あ
る
。
西
教
寺
本
と
竜
門
文
庫
本
は
延
慶
本
と
同
様
「
滋
野
」、
寂
光
院
本
は
「
海
野
」
と
あ
っ
て
「
し
げ
の
」
の
振
り
仮
名
が
あ
る
。
高
良
神
社
本
、
高
野
本
（
ウ
ン
ノ
の
振
り
仮
名
）
そ
し
て
竜
谷
大
学
本
の
三
本
が
「
海
野
」
と
す
る
。
よ
っ
て
こ
の
人
名
を
覚
一
本
系
と
い
え
ど
も
単
純
に
後
者
の
三
本
で
代
表
さ
せ
論
ず
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
覚
一
検
校
の
本
文
作
成
は
、
西
教
寺
本
や
竜
門
文
庫
本
の
本
文
の
存
在
、
寂
光
院
本
の
振
り
仮
名
書
き
込
み
の
実
情
に
照
ら
し
て
、
延
慶
本
と
同
様
に
こ
こ
は
本
来
は
「
滋
野
行
親
」
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
覚
一
本
対
象
と
い
う
触
れ
込
み
で
上
述
の
よ
う
な
「
海
野
」
と
「
大
夫
房
覚
明
」
の
関
係
を
論
ず
る
こ
と
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
問
題
は
、
竜
谷
大
学
本
、
高
良
神
社
本
、
高
野
本
の
系
統
が
、
な
ぜ
「
滋
野
行
親
」
を
「
海
野
行
親
」
に
改
変
す
る
と
い
う
、
こ
の
場
合
、
誤
り
を
発
生
さ
せ
た
か
、
そ
の
背
景
の
推
察
に
あ
る
。「
滋
」
と
「
海
」
は
同
じ
「
さ
ん
ず
い
偏
」
で
、「
つ
く
り
」
の
形
も
似
て
い
る
か
ら
単
純
な
誤
写
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
場
合
も
テ
キ
ス
ト
内
の
「
海
野
行
親
」
の
存
在
の
意
味
は
問
え
な
い
。
し
か
し
現
存
本
文
に
「
海
野
行
親
」
を
有
す
る
竜
谷
大
学
本
以
下
の
三
本
に
お
い
て
、
こ
の
改
変
が
意
図
的
で
あ
れ
ば
、
書
写
者
は
そ
の
段
階
で
『
本
願
寺
通
記
』
等
の
伝
承
へ
の
目
配
り
が
あ
つ
た
と
推
量
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
四
覚
明
文
書
の
中
の
義
仲
延
慶
本
の
伝
え
る
覚
明
略
伝
に
よ
る
と
、
覚
明
が
最
初
に
出
会
っ
た
の
は
、
治
承
五
年
（
一
一
八
一
年
）
三
月
十
日
の
墨
俣
合
戦
で
大
敗
を
喫
し
た
十
郎
行
家
の
方
で
あ
っ
た
。
場
所
は
三
河
国
府
と
書
か
れ
て
い
る
。
源
三
位
頼
政
挙
兵
が
そ
の
前
年
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
南
都
脱
出
か
ら
約
十
ケ
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。
行
家
の
所
望
に
従
い
伊
勢
大
神
宮
願
書
を
執
筆
し
た
の
は
、
治
承
五
年
五
月
十
九
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
四
二
日
の
日
付
が
あ
る
（
第
三
本
廿
四
「
行
家
大
神
宮
ヘ
願
書
ヲ
進
ス
ル
事
」）。
そ
の
行
家
が
頼
朝
と
仲
違
い
を
起
こ
し
て
義
仲
の
元
に
身
を
寄
せ
た
の
が
ど
の
時
点
の
事
か
は
正
確
に
は
特
定
し
が
た
い
が
、
こ
の
行
家
の
去
就
が
、
頼
朝
の
義
仲
敵
対
視
の
主
因
で
あ
り
、
両
者
の
不
和
は
通
例
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
年
）
三
月
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
（
第
三
末
七
「
兵
衛
、
木
曽
ト
不
和
に
成
ル
事
」）、
こ
の
段
階
ま
で
の
出
来
事
で
、
義
仲
と
覚
明
は
出
会
っ
て
か
ら
長
く
て
二
年
、
短
く
見
て
一
年
余
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
木
曽
で
養
育
し
た
義
仲
を
中
原
兼
遠
が
根
井
の
滋
野
幸
親
に
託
し
た
段
階
も
、
延
慶
本
は
そ
の
年
次
は
正
確
に
は
語
ら
な
い
が
、
当
然
元
服
後
の
こ
と
で
あ
り
、
信
濃
一
国
の
み
な
ら
ず
、
上
野
国
の
勇
士
、
足
利
一
族
も
こ
れ
に
馳
せ
参
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
木
曽
御
曹
司
」
は
充
分
な
成
人
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
量
さ
れ
る
。
一
方
、
覚
明
が
海
野
行
親
の
子
息
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
治
承
元
年
（
一
一
七
七
年
）
の
鵜
川
騒
動
時
点
で
、
没
年
逆
算
で
廿
歳
、
義
仲
は
こ
の
年
廿
四
歳
、
両
者
の
邂
逅
は
そ
の
数
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
文
武
二
道
の
達
人
は
、
北
陸
路
で
義
仲
の
右
筆
と
し
て
白
山
願
書
を
執
筆
す
る
寿
永
二
年
は
廿
六
歳
、
義
仲
よ
り
常
に
四
歳
若
年
と
い
う
計
算
に
な
る
。「
信
救
、
又
木
曽
ヲ
憑
ミ
テ
、
改
名
シ
テ
木
曽
大
夫
覚
明
ト
ゾ
申
シ
ケ
ル
」
と
叙
述
さ
れ
た
覚
明
の
「
木
曽
ヲ
憑
ミ
テ
」
は
、
年
齢
相
応
に
義
仲
に
身
を
寄
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
文
筆
の
冴
え
は
若
き
英
才
の
誉
れ
と
い
う
人
物
像
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
う
一
つ
付
け
加
え
る
と
、
覚
明
伝
承
に
い
う
海
野
の
出
自
と
す
る
な
ら
、
既
に
滋
野
一
族
に
支
え
ら
れ
て
信
濃
一
国
の
兵
士
の
頭
で
あ
っ
た
義
仲
を
、
海
野
行
親
の
子
息
信
救
が
知
ら
な
い
は
ず
は
な
く
、
十
郎
行
家
か
ら
木
曽
御
曹
司
へ
の
主
替
え
は
、
覚
明
伝
承
に
乗
っ
か
っ
て
推
察
す
る
と
、
む
し
ろ
滋
野
一
族
の
自
然
な
取
り
込
み
で
も
あ
っ
た
は
ず
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
覚
明
が
、
覚
明
文
書
で
義
仲
を
ど
う
叙
述
し
た
か
。
最
初
の
「
新
八
幡
宮
願
書
」
で
次
の
よ
う
に
言
う
。
義
仲
苟
モ
弓
馬
ノ
家
ニ
生
マ
レ
テ
、
箕
裘
ノ
藝
ヲ
継
グ
。
彼
ノ
暴
悪
ヲ
見
ル
ニ
、
思
慮
ヲ
顧
ル
事
ア
タ
ワ
ズ
。
運
ヲ
天
道
ニ
任
セ
テ
、
身
ヲ
国
家
ニ
投
グ
。
試
ミ
ニ
義
兵
ヲ
起
コ
シ
テ
、
凶
器
ヲ
退
ケ
ム
ト
欲
ス
。
而
シ
テ
戦
闘
両
陣
ヲ
合
ハ
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
士
卒
未
ダ
一
塵
ノ
勇
ヲ
得
ザ
ル
ノ
間
、
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
四
三
区
ノ
心
宛
々
タ
ル
ノ
ト
コ
ロ
ニ
、
今
一
陣
ノ
旗
ヲ
揚
グ
ル
ノ
戦
場
ニ
、
忽
チ
ニ
三
所
和
光
ノ
社
壇
ヲ
拝
ス
。
機
感
ノ
純
熟
既
ニ
明
カ
ナ
リ
。
凶
徒
ノ
誅
戮
疑
ヒ
無
シ
。
歓
喜
ノ
涙
ヲ
降
ラ
セ
テ
、
渇
仰
肝
ニ
染
ム
。
こ
こ
ま
で
は
、
国
情
へ
の
悲
憤
と
北
陸
進
撃
の
現
状
把
握
で
あ
る
。
続
い
て
、
中
ン
就
ク
、
曾
祖
父
前
陸
奥
ノ
守
義
家
ノ
朝
臣
、
身
ヲ
宗
廟
ノ
氏
族
ニ
寄
付
シ
テ
、
名
ヲ
八
幡
太
郎
ト
号
セ
シ
ヨ
リ
以
降
、
其
ノ
門
葉
タ
ル
ノ
者
、
帰
敬
セ
ズ
ト
言
フ
事
ナ
シ
。
義
仲
其
ノ
後
胤
ト
シ
テ
、
首
ヲ
傾
ケ
テ
年
久
シ
。
今
此
ノ
大
功
ヲ
興
ス
。
縦
ヘ
バ
嬰
児
ノ
蠡
ヲ
以
テ
、
巨
海
ヲ
量
リ
、
蟷
螂
ノ
斧
ヲ
取
リ
テ
、
立
車
ニ
向
カ
フ
ガ
如
シ
。
然
リ
而
シ
テ
君
ノ
為
国
ノ
為
コ
レ
ヲ
興
ス
。
全
ク
身
ノ
為
ニ
コ
レ
ヲ
興
サ
ズ
。
志
ノ
至
神
鑑
暗
ニ
有
リ
、
恃
シ
キ
カ
ナ
悦
バ
シ
キ
カ
ナ
。（
以
下
略
）
（
第
三
末
十
一
「
新
八
幡
宮
願
書
ノ
事
、
付
ケ
タ
リ
倶
利
加
羅
谷
大
死
ノ
事
、
并
ビ
ニ
死
人
ノ
中
ニ
神
宝
現
ル
事
」）
義
仲
自
ら
を
八
幡
太
郎
義
家
の
後
継
と
し
て
、
積
年
の
志
を
披
瀝
し
、
慣
用
句
を
用
い
て
己
が
非
力
さ
の
謙
辞
を
添
え
、
一
国
の
た
め
に
身
を
興
す
志
の
あ
り
か
を
縷
々
陳
述
し
て
い
る
。
全
体
の
文
脈
は
頼
政
の
挙
兵
の
言
辞
と
類
似
し
て
い
る
。
特
に
数
少
な
い
使
用
例
の
「
天
道
」
の
共
通
性
は
一
考
に
値
す
る
。
し
か
し
全
体
的
に
こ
の
文
書
に
は
義
仲
に
固
有
の
経
歴
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
次
に
取
り
上
げ
る
「
木
曽
山
門
牒
状
」
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
（
治
承
四
年
五
月
中
旬
、
平
家
の
高
倉
宮
家
襲
撃
事
件
を
承
け
て
）
其
ノ
時
、
義
仲
ガ
兄
源
ノ
仲
家
、
芳
恩
忘
レ
ガ
タ
キ
ニ
ヨ
リ
、
同
ジ
ク
以
テ
扈
従
シ
奉
ル
。
高
倉
宮
以
仁
王
の
邸
宅
が
平
家
の
家
宅
捜
査
を
受
け
る
直
前
に
、
宮
は
脱
出
し
て
園
城
寺
に
立
て
籠
も
っ
た
。
そ
の
日
に
義
仲
の
兄
仲
家
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
四
四
は
「
芳
恩
」
に
殉
じ
て
こ
の
脱
出
に
扈
従
し
た
と
語
る
。
叙
述
は
頼
政
の
名
を
出
さ
な
い
ま
ま
に
「
芳
恩
」
に
言
及
す
る
の
で
、
こ
の
段
階
で
は
事
情
は
正
確
に
は
把
握
で
き
な
い
。
翌
日
青
鳥
飛
ビ
来
リ
、
令
旨
密
カ
ニ
通
ジ
テ
、
義
仲
急
ギ
参
ズ
ベ
キ
ノ
由
、
催
シ
之
ア
リ
。
義
仲
に
も
令
旨
の
呼
び
か
け
の
あ
っ
た
も
の
と
し
て
場
面
は
設
定
さ
れ
、
呼
応
せ
ん
と
し
た
義
仲
を
牽
制
し
て
、「
乳
母
夫
仲
原
兼
遠
」
が
平
家
方
か
ら
召
し
込
め
に
あ
っ
た
と
叙
述
さ
れ
る
。
義
仲
は
身
命
を
捨
て
て
逃
走
し
た
と
語
る
。
延
慶
本
で
は
、
か
つ
て
義
仲
が
兼
遠
の
元
か
ら
京
洛
の
偵
察
に
上
洛
し
た
、
と
い
う
設
定
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
覚
明
文
書
は
こ
れ
に
一
致
さ
せ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
続
い
て
頼
政
の
宇
治
橋
合
戦
へ
と
文
書
は
展
開
す
る
。
長
文
の
山
門
牒
状
の
内
容
展
開
は
、
物
語
の
そ
れ
と
齟
齬
な
く
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
覚
明
の
執
筆
し
た
文
書
が
そ
の
ま
ま
平
家
物
語
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
か
、
物
語
に
順
応
す
る
文
書
が
作
成
さ
れ
て
平
家
物
語
の
一
部
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
は
容
易
に
判
定
し
が
た
い
。
執
筆
に
際
し
て
、
覚
明
は
こ
れ
ま
で
の
義
仲
の
経
歴
を
相
当
に
踏
み
込
ん
で
把
握
し
、
こ
の
文
書
は
作
成
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
先
に
み
た
白
山
、
あ
る
い
は
新
八
幡
願
書
と
は
、
内
容
の
密
度
に
格
段
の
差
が
生
じ
て
い
る
。
橋
合
戦
で
討
ち
死
に
の
兄
仲
家
の
存
在
を
強
調
す
る
義
仲
参
戦
の
動
機
は
、
山
門
牒
状
の
直
前
に
語
ら
れ
る
覚
明
の
略
伝
と
呼
応
す
る
構
想
の
合
致
と
し
て
、
緊
密
な
関
係
を
保
つ
も
の
で
、
物
語
展
開
の
必
然
性
は
高
い
。
語
り
本
は
略
伝
を
早
く
に
投
入
し
て
、
山
門
牒
状
と
の
関
連
性
を
弱
め
て
い
る
。
以
上
、
本
稿
は
義
仲
と
覚
明
の
関
係
に
主
眼
を
お
き
つ
つ
、
覚
明
伝
承
の
展
開
が
平
家
物
語
の
本
文
形
成
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
一
端
を
、
文
献
資
料
の
及
ぶ
範
囲
で
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
四
五
註
⑴
中
澤
見
明
氏
「
伝
説
の
大
夫
房
覚
明
」（『
歴
史
地
理
』
四
拾
二
巻
一
号
、
一
九
二
三
年
七
月
、
日
本
歴
史
地
理
学
会
）
⑵
喜
田
貞
吉
氏
「
実
在
の
大
夫
房
覚
明
」（『
歴
史
地
理
』
四
拾
二
巻
二
号
、
一
九
二
三
年
八
月
、
日
本
歴
史
地
理
学
会
）
⑶
太
田
次
男
氏
「
釈
信
救
と
そ
の
著
作
に
つ
い
て
│
│
附
・
白
氏
新
楽
府
二
種
の
翻
印
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
輯
、
一
九
六
七
年
七
月
、
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
）
⑷
梶
原
正
昭
氏
「
軍
僧
と
い
く
さ
物
語
│
│
大
夫
房
覚
明
の
生
涯
」（
初
出
「
大
夫
房
覚
明
│
│
そ
の
生
涯
と
文
学
」『
古
典
遺
産
』
四
号
。
冨
倉
徳
次
郎
編
、
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
『
平
家
物
語
』
再
録
、
一
九
七
五
年
八
月
。『
軍
記
文
学
の
位
相
』
所
収
、
一
九
九
八
年
三
月
）
⑸
水
原
一
氏
「
義
仲
説
話
の
形
成
」（
初
出
「
文
学
語
学
」
一
八
号
、
一
九
六
〇
年
一
二
月
。『
平
家
物
語
の
形
成
』
所
収
、
一
九
七
一
年
五
月
）
⑹
武
久
堅
「
平
家
物
語
本
文
と
為
憲
撰
『
世
俗
諺
文
』」（
初
出
『
文
学
』
一
九
七
〇
年
六
月
。『
平
家
物
語
成
立
過
程
考
』
所
収
、
一
九
八
六
年
十
月
）
⑺
増
田
欣
氏
「
新
楽
府
『
新
豊
折
臂
翁
』
と
平
家
物
語
│
│
時
長
・
光
行
合
作
説
に
関
連
し
て
」（
初
出
『
中
世
文
藝
』
四
十
号
、
一
九
六
八
年
三
月
。『
中
世
文
藝
比
較
文
学
論
考
』
所
収
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）
⑻
武
久
堅
「
幸
氏
│
│
少
年
期
の
悲
劇
を
乗
り
超
え
た
鎌
倉
射
手
の
生
涯
」（『
軍
記
物
語
の
窓
』
第
三
集
、
関
西
軍
記
物
語
研
究
会
編
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
、
和
泉
書
院
）
（
た
け
ひ
さ
つ
よ
し
・
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
）
延
慶
本
平
家
物
語
に
お
け
る
「
木
曽
大
夫
覚
明
」
の
役
割
四
六
